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概   論
《二弓》里老合写了 1人美成兄'的同煙。遂介同迦特別雅以解決。左送ノヽ作品里老含首先提出来在
英国如何友生 `人美成兄',然后幽駄地写到英国人想祥相倍 `人炎成兄', 以及中国人在英国人的 `人
美成兄'之下急祥辻日子等等。光合暗示蜆,遂ノ＼同題本身汁不那ム笈未,只不辻是夭真地相信
(成兄 '
的英国人以及被 `成兄
iヌ↓待而渓解英国人的中国人,在`成兄'的背后把宅稿得乱七八糟,使同題笈
未化了。ヌ住以解決 `成兄'的原因不足其内容的,而是人的。他個 (有的中国人也包括之内)都不知道
`成兄'是好逐是工Tヽ,却都自然地接受了 `成兄',非且都没想到対方精神上可能受到合」傷。
序
この作品は『小説月報』第二〇巻5号(1929
年)から12号に連載されたものであるに1比老舎
は一九二四年夏にロンドン大学の東方学院の中
国語教師としてロンドンに行き,その地で『老
張的哲学』『趙子日』をものにしている。この作
品は,それらに続く第二作めとなる。
前回,筆者は「老舎『趙子曰』試論」住かとい
う小論で,「『趙子曰』という作品は, 自分の確
固とした考えを持たず,無意識のうちに,情報
で踊る人々の諷刺を目的にしたものであると考
えられる」(と9というかうに捉えた。
この時,「老舎の「ユーモア』」は,決して作
品主張の妨げになるものでなく,諷刺の過程で,
登場人物の「無意識」或は「踊る」という微妙
な部分を描き出す際に極めて有効であると考え
られる。
作者の老舎が, このような微妙なところを描
き出そうとしていたことは,後の,彼が「ユー
モア」について語る文章の中に見いだすことが
できる。その最も象徴的なものが「ユーモアに
は同情があると|ヽう。良い人にも悪いところが
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あり,悪い人にも良いところがある。」(とつとい
う文章であり,「ユーモアを持つ人は,……(略)
……自分を宝もののように見る。彼はいろんな
事の中から笑うべき点を見い出せ,技巧的に描
き出す。人間の欠点を見い出し,人に見せる。た
だ見せるばかりでなく, 自分もまた人類の欠点
を認める。つまり,人々 には笑うべきところが
あり, 自分もその例外ではない。……・(略)……
笑いには同情を帯び,ユー モアは深奥に通じ
る」(と。という文章ではないか。
つまり,老舎が作品で描き出そうとしている
のは,言ってみれば,登場人物を描く際に「悪
人」を悪人に描かず,「善人」を善人に描かない
ことで獲得することのできる部分,さらには「人
間を宝もののように見る」「人間だれしも同じ
なんだ」といった人間理解から出て来るもので
ある。勿論, これは老舎の創作法であり,そこ
から滲み出るのは,彼の思想,哲学である。
この創作方法,その効果は,「ユーモア」作品
と称せられる『老張的哲学』『遣子口』に,はっ
きり見て取れる(注0。 しかし,もし「ユーモア」を
老舎のすでに確立されている創作方法とすれ
ば,老舎のその方法の基本線が,ひき続き,な
お, この『二馬』にも存在していておかしくは
ない。そして, この視点の方向から F二馬』を
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見れば,老舎がこの作品でやろうとした試みが,
更によく解るのではないか。
今回, この小論で,『趙子曰』に続き,F二馬』
という作品を取り上げ,前述のような視′ミから,
さらに老舎文学の本質みたいなものを考えてみ
たい。
「二馬」は馬という姓の親子が主人公であり,
彼らのロンドンでの生活を描いたものである。
作品は五段に構成され,第一段は馬威が失意
の様子で公園に侍んでいる場面から始まる。こ
の場面の後,第二段の舞台は一転して一年前に
遡る。
その第二段は馬親子がロンドンに着きウエン
デル未亡人の家が宿と決まった春。第三段が夏。
第四段がクリスマスを中心とする冬。第五段が
春。ロンドンのそれぞれの季節を巡って,ス トー
リーは展開。最後に冒頭の場面に帰る。
この構成であるから,ストー リーの事実上の
始まりは第二段からであるが, この第二段の冒
頭で,英国で普通に行われている英国人の中国
人理解,つまり「中国人に対する偏見」カミどの
ようなメカニズムで作り上げられたものかが紹
介されている。まず, ここに注目してみたい。
東方に旅行する金の無いドイツ人,フランス人,ア
メリカ人はFンドンに来た時,必ず中国人街を見
に来る。中国人街は何ら変わったことも無いし,住
んでいる労l動者にも,おかしな挙動があるわけで
はない。つまり,そこに中国人が住んでいるという
ことで,ちょっと見てみようとするのだ。……(略)
……中国人街に二十人住んでいたら,必ず五千人
とし,しかも,五千人の黄色い顔をした奴らはアヘ
ンを吸い,武器弾薬を密輸し,人を殺して生首を
ベッドの下に隠し,老若を問わず婦女を強姦し,一
切の,少なくとも極悪非道のことをする連中だ,と
してしまう。小説を書き,戯曲を作り,映画を制作
する人たちは,中国人を描くのに,この種の伝説と
報告を根拠にする。そこで劇や映画を見たり,小説
を読んだりする人たちは,娘さん,おばあさん,子
供から英国皇帝に至るまで, この道理を逸した仕
業をしっかりと記憶する。ここにおいて,中国人は
世界でも最も陰険で,最も汚く,最も厭らしく,最
も野卑な,二本足をした‐動物に変わるにう。
真実と,伝えられる情報の間に小説家,戯曲
作家,映画作家らがおり,それらの人々が真実
を歪めた形で読者,観客に流す。読者,観客は
その情報をそのまま真実として信じ込む。信じ
込むばかりか,その伝えられた情報によって読
者,観客は踊 り始める。やがて,その情報はあ
たかも真実のような顔をして一人歩きを始め
る。このような情報伝達のメカニズムがまず紹
介される。
実は, この「人種偏見」成立のメカニズムの
在 り方が,登場人物の造形に大きな意味をもつ。
この点を作品の重要な登場人物であるウエン
デル婦人の娘,メアリーの場合で具体的に見る①
メアリーの中国人理解は次のように読者に知
らされる。ウエンドル婦人が朝食のとき,馬親
子から貰った中国茶を入れ,飲もうとする場面
である。
ウエンドル婦人はパンを一日食べ,たった今入れ
たお茶の碗を持った。娘のメアリー は慌てて婦人
の腕を引き,「毒が入っているわ !」 この言葉を懇
ろに言った。勿論,馬威がそこにいないかのよう
に,まるで中国人が毒薬を使って人を殺すのは間
違いのないことで,一点の曖味さもないことのよ
うだった。彼女の唇は自然に震え始めているのが,
はっきり分かったにO。
この種の発言は, メア ソーの口から再三発せ
られる。馬威は好意から中国から持ってきたお
茶をあげた。そのお茶に「毒が入っている」 と
言われたのだから,馬威は確かに傷つ く。だが ,
作者は前文に続けて以下のように書 く。
彼女は決して馬威を傷つけようというのではな
く,また特に細かに気を配るというのでもなかっ
た。彼女の言葉は純粋に「当然そうなのだ」として
発せられたものなのだ,人を傷つける気持ちは無
く,彼女は何が人を傷つけるのかも分からなかっ
た。劇中に中国人がいさえすれば,彼は必ず毒薬を
使い人を殺す。映画,小説も総てこんなふうであ
る。ミス・ウエンドルのこの警告は歴史を持つもの
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であり,些か宗教的信仰に近いものを含む。回族が
豚を食べないことは,誰でも知っている。中国人が
毒薬で人を殺すことは一― 一種の宗教的信仰で
ある(こ9。
メアリーにすれば, メアリーの頭に「中国人
がお茶に毒が入れる」のは宗教的レベルで「当
然そうなのだ」として入っており,「お茶に毒が
入っている」の発言で,馬威が「傷つく」など
思いもよらないことなのである。
メアリーの「当然そ うなのだ」と無邪気に信
じ切っている姿は,すでに充分ユーモラスであ
る。そこには,無批判に情報を聞き,その情報
を鵜呑みにし,その情報に踊らされている滑稽
さがある。そして,その姿が極めて滑稽である
が故に,これだけで充分,登場人物に憎めなさ,
罪の無さが醸し出されるように思える。
にもかかわらず,作者はさらに「決して悪意
はないのだ」という,言わば但し書きのような
ものまで加えている。
次の文章で,この傾向は,更に切らかである。
「お母さん,彼らをかばうことないわ。もし彼らが
人に嫌われないのであれば,どうして映画,劇,小
説の中での中国人はいつも人を殺したり女性を
襲ったりするのかしら?」 (メアリー の経済と倫理
の関係は新聞紙上から見いだしたものであり,彼
女の中国人嫌いは総て新聞紙上,映画から得たも
のである。その実,彼女の経済や中国人に対する知
識は,彼女自身が模索して得たものではなかった。
だが彼女を責めることは出来ない。もし中国が混
乱していなかったら,外国の新聞もどこからもこ
んなひどいニュースをもっては来れまい。)(達Ю)
これらの但し書きがあることによって, この
ような発言をするのはメアリーが悪いのではな
くて,メアリーをこのように発言させる新聞,映
画が悪いのだ,メアリーには決して罪はない,と
なるのではないか。つまり,この但し書きで,メ
アリーを故意に「かばっている」のであり,言
わば, メアリーを悪人に捉えさせないという作
者の意志の表れである。だから, このような鮮
明な意志の現れに注目することによって,作者
が作品主題をどのような形で表そうとしている
か,登場人物或は人間をどのように捉えさせよ
うとしているかまで理解できるのではないか。
当然ながら,中国語で書かれたこの作号の読
者は,中国人を想定して書かれたものである。こ
う考えた時, この作品に於 lするメアリーの発言
は,少なくともこの作号の読者であると想像さ
れる中国人にとっては,かなり強烈な衝撃を与
える。その結果,読者がメアリーに激怒してし
まう恐れがある。その衝撃たるや, もはやメア
リーを描 く際のユーモラスな表現で笑わせるこ
とにより押さえられるものではない。このこと
を作者は知っている。激怒を招けば,読者はメ
アツーを憎み,彼女一人に非難の矛先が向けら
れてしまう。そうなれば, メアリーだけを退治
すれば,それですべて問題が解決されるかの印
象が生まれ,作品で提示されている問題は個人
的,個別的な意味合いに流れてしまう。そうで
はなく,作者は読者に一時的な激怒に左右され
ることなく冷静にメアリーの発言の背後にある
ものを考えさせたいのである。
メアリーのような発言をする人物が出現する
には,そのような人物を生み出す素地がある。つ
まり,メアリーの発言,「偏見」の問題は,一人
の英国人の問題ではなく,ましてメアリーを血
祭 りにあげれば事は解決するものでもなく, こ
れは英国社会の問題であり,ひいてはその根源
には中国社会,中国人自身の責任もある。この
ように問題をとらえるように描いている。
また,次のような点も浮かび上がってくる。
彼女の発言の根底には悪意はない。基本的に
は普通の人である。だが,無邪気に,無批判に
「中国人は極悪非道の者たちである」ということ
を信じ,そのまま発言することによって,彼女
を最も理解しようとしている人を平気にうつけ
てしまうという事実が明らかにされている。つ
まり,客観的に見れば, メアリーは加害者であ
り,同時に被害者でもある。だが彼女自身は加
害者とも,被害者とも思ってはいない。だから
始末に困るのである。これが「偏見」に縛られ
ている人々の正体である。
作者が作品でユーモラスに語るように, もし
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かしたら人種に対する偏見は,たいした理由,根
拠があるのではなく,あるいは単に経済的軍事
的に弱い立場にあった人々を笑いものにするた
めのものであったかもしれない。だが一旦出来
上がってしまうと,送られた情報を鵜呑みにす
る多くのメアリーのような人物がいて問題をさ
らに複雑にし,それを消し去るのは絶望的なほ
ど難 しいものにしてしまっているのではない
か。このように「偏見」の解決の難しさを捉え,
それに縛られている愚かさを風刺しているので
ある。
次の場面は,英国人の中国人に対する偏見の
不当さという方向,つまり中国人側に立ち,読
み進めている者に強烈な衝撃をあたえる。印象
が余 りに強烈で,ややもするとこの場面は作品
のテーマから異質のように感じるが, メアリー
の描き方を押さえておけば, この場面での諷刺
の方向が容易に理解できるに11ち
キャサ リンという女性が馬威に誘われて「状
元楼』という中国料理屋に食事をしに来る。そ
こに中国人の茅,曹という学生がいる。
キャサ リンは馬威が姉 と慕っている女性で,
彼女は中国語を学び,中国,中国人を正しく理
解しようとし,時には馬威の将来を考えアドバ
イスもするような人物である。
このキャサリンと馬威が食事を始めようとし
たとき,突然,茅という人物があたかも曹に話
すかのような態度で,英語で発言をする。
「外国の娼婦はもっばら人と寝るのを生業とする。
金のある奴は彼女たちのところに行って寝りゃい
いんだ。喫茶店とか料理屋は娼帰と会う場所とは
違うぜ! いいかい,曹くん,ぼくは女を買うこと
には反対しない。ばくもそうとう遊んだ。ただばく
が一番嫌いなのは尻の青い坊ちゃんが娼婦を連れ
あちこちに得意そうに出入りすることさ。娼婦に
中国料理を食べさせるなんて1 フン!」(道1り
曹という人物が中国語で「 どうしたんだい ?
外国の婦人たちはみんな娼婦ではないだろう」
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とい う問に,茅が英語で答えて言 う。
「ぼくの知っている女性はみんな娼婦さ。でもぼく
は人が娼婦を公衆の面前に連れだしひけらかして
いるのを見たいとは思わないね !」 彼はまた馬威
をちらっと見た。「みてくれがしのことなんかよせ
ばいいのに1 君が彼女に飯をおごるぐらいのお
金は払えるって,いかにも君が金を持っているこ
とがわかる! ばくの場合は,金を払って彼女た
ちと一晩寝ることが大事なんだ !」帷10
この発言にキャサ リンは顔を真 っ赤にし,つ
いには中華料理屋から出て行 くことになるのだ
が, この発言の背後には皮肉なことに中国人が
英国で受けている差別がある。
この作品で「中国人 と娼婦 との関係」がい く
つか述べ られている(と10。
ロン ドンについたばか りの馬威に李子栄が ロ
ン ドンの状況を説明する下 りに,女性に触れ「 こ
こ, ロン ドンでは,娼婦の外は中国人を人並み
に見ては くれない」(こ19と話す。
また,次のような文章 もある。
人々はみな中国人を馬鹿にしているのではなかっ
たか,娼帰も例外ではない。娼婦にも彼女たちなり
の自由と誇りがある。誰が人を歯牙にもかけない
中国人に声をかけたりするものか llこlω
問題の場面には上述のような背景が伏線とし
てある。「娼婦」はいうまでもなく英国社会の最
下層の人々である。金を払うことで,その人々
だけが中国人と付き合ってくれる。いや,彼女
たちさえも中国人を無視する。作者はこれが英
国における中国人の地位であると描く。
したがって,茅という人間は,F英国の女性で,
中国人と付き合ってくれるのは娼婦ぐらいのも
のである』という体験をし,『中国人と付き合う
女性は娼婦である」という結論を導き出してい
る。しかも, これが真実であ リー 点の否もない
と考えているのである。
じつは基本的には茅の描き方もメアリーの場
合と一致する。茅も被害者であり,当時に加害
者である。だが彼自身は被害者とも,加害者と
も思ってない。少なくとも, このように描いて
あると取るべきである。
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茅の頭にはすでに『中国人と付き合う女性は
娼婦である』という考えが揺るぎない真実とし
て入っており,「中国人と付き合う女性が娼婦で
ない』ことが信じられないのである。だから彼
は真実をそのまま言ったのであり,まさかキャ
サリンを傷つけるなどとは夢にも思わないので
ある。ただ,キャサリンのように中国,中国人
を理解している『普通の』女性がいることが理
解できないのである。この人物を見る場合,ま
ず, ここで押さえておく必要があろう。
確かに茅の言葉には悪意がある。だがその悪
意は馬威に向けられたもので,キャサリンにで
はない。彼は,金を払って娼婦と遊ぶのだけで
も大変なのに,金持ちの坊ちゃんが中華料理屋
に英国の娼婦を連れてき,俺は金を持っている
のだという顔をしていることに腹を立てている
のである。決してキャサリンを侮犀しようとし
ているのではない。こう考える方が作者の意図
に近いのではないか。
ではなぜ茅は中国語でなく英語で馬威を批判
したのか。
これは茅の発言内容の勇ましさと裏腹に,彼
の卑怯で臆病な個人的性格を表している。中国
人の悪口を言うときには英語で言い,正面対決
を避けているだけである。もちろん英国人の悪
口を言うときは中国語を使うはずである。その
英語を使ったということがまた皮肉なことに,
キャサリンには面と向かった侮犀になるのであ
る。この場面には,問題の深亥Jさと裏腹に,微
妙に総てがすれちがっている事から来るF笑い』
がある。一つの悪い事態が皮肉にも次々に悪い
方向に転げて行く,こういう運命の不可解さ,と
でも言えるだろうか。
『茅はキャサリンを侮犀しようとしているの
ではない。だが,キャサリンはひどく傷ついた』
のだとすれば,そこには,なんと,好意的に中
国,中国人を理解しようとしている人物を,皮
肉にもその中国人が傷つけてしまう, という悲
劇的な構図が描き出されている。差別される側
から言えば,差別されることで差別される側も
無意識に差別の壁を作ってしまった。その結果,
その壁で差別しない人までよせつけないという
事になる。しかも茅が留学生ということで,英
国,英国人を最も理解し,将来は英国と中国の
橋渡しをしなければならないはずの人物が,実
は英国人を誤って理解していることで,逆に普
通の中国人と英国人との相互理解の前に立ちは
だかることがあることを暴露している。これは,
差別される側の「偏見」である。
極端ではあるが, メア リーの場合にしろ,茅
の場合にしろ,それぞれが送 られた情報が絶対
に正 しいと信 じ, しかも自分が正 しく一点の否
もないと思っているのであれば,永久に英国人
が中国人を,中国人が英国人を,互いを理解す
ることはない。
だが本当にこの病的な閉塞 した状況を打開す
る方法はないのか。 この模索がこの作品でなさ
れていないか。 この節ではこれを探 ってみる。
馬威はメア リー嬢を一 日で好 きになる。まず ,
その時の馬威の心理に注 目したい。
会うなり彼の心は驚きから羨みへ,やがて好意へ,
そして夢中になってた。まるで初めて酒を飲んだ
人が,だたの一杯で,顔がアッと言う間に真っ赤に
なるのと同じような速さで。だが彼女の様子,言葉
は……彼の心をかなり冷静にさせた。……でも彼
女が「さようなら」って言ったとき,確かに笑って
おり,視線は彼のほうに飛んで来ていたではない
か。……或はもしかしたら彼女は彼を嫌っている
のではないかもしれない。・……そうだ,ただ中国人
を嫌っているだけなんだ! ヨォーシ今に見てい
ろ,そのうち彼女に中国人がどんなものかみせて
やる。……でも何もよりによって彼女なんかと交
際しなくとも。女性は多いのに。……∝lD
メア リーは送 られて来た情報によって,中国
人を「極悪非道の者たち」 と思っている人物で
あることは既に述べた。 この人物を馬威は好 き
になったのである。好 きになった余 り,馬威は
メア リーを「 自分を嫌 っているとかぎらない」と
老舎『二馬』試論 (渡辺)
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する。つまり,彼女が嫌っているのは(小説,映
画,戯曲等からできあがった)「中国人」にすぎ
ず,(ほんとうの)「中国人」ではない。だから,
「(ほんとうの)『中国人』は一体どのようなもの
かわからせてやる」と言うのである。いささか
強引で, 自惚れに近い発想だが, これが二人の
関係の始まりとなる。
このことからすでに解るように,この作品は,
馬威の F愛』がメアリーの「中国人に対する偏
見』を消し去れるのかが作品のひとつのテーマ
である。
つまり,作者はこの作品で,人種偏見を植え
つけられている英国人の庶民たちが,英国とい
う社会の中で,個人のレベルで中国人と接触,交
流することによって,相手を一人の人間として
理解し,それに基づいて更に相手の国のことも
正しく理解できるか, ということを作品で考え
ているのではないか。
したがって, この作品では,中国人の馬威と
英国人のメアリーとの『愛」の形が中心になる。
だがその一方で,彼らの形からは現れ出て来な
い側面をも描き出すため,いささか図式的とも
思われる対照的な『愛』の形が用意している。そ
れがウエンデル婦人と老馬との『愛』である。前
者が片思い,後者が相思相愛に近い。
まずウエンデル婦人と老馬のケースを見る。
ウエンデル婦人も,実際に中国へも行ったこ
とのないごく普通の英国人である。従って,彼
女は新聞,小説,映画等の影響を受け,馬親子
の為に部屋を借 りに来たエバンズ牧師に,「私が
二人の中国人に私の家で鼠を煮て食べるなんて
ことさせられますか ?」(道10とか「彼らはアヘン
を吸いませんか ?」(ど19と矢継ぎ早に尋ねる。
このようなウエンデル婦人であるから,金が
無いばかりに中国人の世話をしなければならな
い, この悲惨な運命を恨み嘆くことになる。
「メアリー ! わたしもう十分生きたわ! こん
な生活, もうまっぴらごめんだわ! お金! お
金! お金! 何でもお金! あんたの父さんも
お金のために命を縮めたわ! わたしもお金のた
めに仕事に行き,辛酸をなめた1 そして今,お金
のために二人の中国人に仕える! そのため友達
には′ミカにされる !」(亡20)
ところが, ウエン ドル婦人は,馬親子 と生活
す る うちしだいに馬親子の ことを理解 し始め
る。次の文章は,公園で馬威に親切にされる出
来事があ り,その一件 も終わ り,馬威の家に帰
りましょうの言葉に対する答えであるが, ウエ
ン ドル婦人の心情を象徴的に表 している。
「一緒に帰りましょう!」 ウエンドル帰人は言っ
て,なんども心の中で思った,「誰かが好んで私を
冷嘲しようと,誰が笑いものにしようと構わない
わ! 意地でも中国人と一緒に歩くわ !」 と(こ21ち
だが,中国人 と一緒に生活 し,中国人に肩入
れをすると,友達 も彼女に近づかなくなるとい
う事態 も生 じて来 る。
ウエンドル婦人はドリー おばさんにクリスマスに
招待したが,何の返事もなかった。クリスマスの朝
になって一通の短い手紙とブレゼントを受け取っ
た。手紙には,中国人と一緒にいれば生命は安全で
はない,クリスマスは快楽を享受する日であり,あ
たかも自ら好んで恐怖や危険を招くようなことは
すべきではない,とあった。ウエンドル婦人は手紙
を読み終わって,いささか不愉快になり,小さい唇
を高く突き出した。でもドリー おばさんを責める
ことはできない。普通の人ならだれしも“中国人"
と“惨殺"は一つに結びつけて言うのだから(こ2う。
『愛』は確かに階級,国籍,人種に関わりない
ばかりか,それをも越えたところで生じる。し
かも,その感情の発生は誰も阻止することはで
きない。そこには何人も関与できない自由さが
ある。しかし,殊に人種が違えば,その感情の
発生時の自由さとは裏腹に,その実際の結婚,そ
の後の生活には予想以上の障害がある。
老馬にも問題がある。実際に結婚すればどこ
で生活するか。中国か,それとも英国か。
帰国は必ず果たす。でも彼女を連れてかP よし
んば彼女が行ったとしても, どのように彼女を遇
したら良いものだろうか? 大金持ちだったらや
り方もあろう。上海に大きな家を買い,総て英国に
いたときと同じにするのだ。だが私は裕福ではな
い。彼女について来させても,社会風習も違い,娯
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楽も無い,言葉も通じず,食事も我慢できないだろ
う。残酷すぎる! 彼女が行ったら死なねばなら
ない。彼女を連れて帰国できないなら,私がズート
この地にいて,兄貴の魂と一緒に埋もれるか P
だめ! だめ1 だめ! 帰国しなければならな
い,ここで死ぬわけにはいかん! 方法はないの
か! 本当に 1(こ20
文化 も生活環境 もまるで違 う中国に, もしウ
エンデル婦人を連れて行っても,彼女は中国の
普通一般の庶民 と同じような生活はすることは
できないだろ う。だが中国で英国風の生活をさ
せるには金がいる。
だが逆に,例え老馬が,総てに平等のように
見える英国に残 るとしてもやは り問題は残 る①
ウエン ドル婦人は老馬に次のように語る。
「社会! 社会1 社会がもっばら愛情を殺すの
です! 私たち英国人は政治上では平等です。で
も社交上では階級があります。私たちの婚姻の自
由は,同じ階級に制限されてます。……(略)・……私
とあなたの間には階級の壁はありません。でも,民
族の連いが私たちの障害になっています。民族は
階級よりもっと困難です。考えました, じっくり
と。やはり冒険はしない方が良いでしょう1……
(略)……まして娘のことを考えると, とても一緒
にはなれません。娘を好きになった人が現れたと
き,娘の義理の父が中国人だと聞けば,絶対に娘を
もらわないでしょう。人種偏見を撃ち破る方法は
ありません。あなたが初めていらした時,私も何か
の妖怪だと思っていました。みんなが言っていた
のです,あなたがたを悪人だと。今では,あなたが
決してそんな悪い人物でないと解っています。で
も社会の人は知らないのです。私たちは結婚した
あとも社会で生きて行かねばなりません。社会の
偏見はわずか三日で私たちを殺すでしょう。……
(略)……東方の女性は家の宝であり,外の人には
見せないし,外国人に嫁ぐなぞとても許さないと
聞いています。英国人も同じです。外国人が自分達
の民族の女性に手を着けるのを最も嫌います。
……・(略)……あなたとわたしは永久に良き友達で
いることは許されています。ただ良き友達でいる
ことができるだけです(亡24ち
社会の階級的違いを越えた り,国と国の間に
横たわる人種的偏見に打ち勝 った りして結婚に
到達する。 これは理想的ではある。だがそれは
物語の世界では成立するが,現実に於いては容
易に達成できることでない。むしろ,普通の平
凡な幸福を得ようと思えば, このような冒険は
やらない方が良いと結論づけている。
この結論からすれば,人種の偏見という障害
から結婚する道は閉ざされているように見え
る。だが, この作品は,作者が英国人の婦人で
あるウエンデル婦人に,人種的偏見を踏み越え
て結婚できない挫折の原因,理由を語らせるこ
とで,逆に最もありそうな形で,人種偏見を越
えた例を示していると解釈できるのではない
か。
まず, ウエンデル婦人がそこら辺りに居る普
通のおばさんである設定からすれば, 日常的に
中国人に付き合えば,必ずウエンデル婦人の認
識,理解までは到達することができると言えよ
う。確かに彼女自身は人種偏見の壁を越えて結
婚することはしなかった,だが彼女は既に中国
人とは人種的偏見を越えて,素晴らしい友人に
なることができるようになっている。
結婚だけが愛の成就とすれば,愛は挫折した
ことになる。だが最終的に選んだ「好朋友 (良
き友達)」という道にしても,苦しみ模索して得
たものであれば,愛の一つの結実と考えられる
のではないか。
このことも,馬威とメアリーの場合を見なが
ら更に考える。
四
馬威とメアリーの場合はどうか。
馬威が一方的にメアリーを好きになったこと
は既に述べた。だが, メアツーの方には熱愛し
ている男性がいる。その男性はワシントンと言
い,この作品中では,彼の名前だけが登場する。
一旦馬威の心に燃え上がった『愛』の炎は誰
にもどうにもできるものではない。この作品で
は,彼の心の中で理性と欲望の戦いが連綿と繰
り返される。メアリーは中国人を嫌っているの
だから自分を好きになるはずがないと, 自らに
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言い聞かせても,彼女を諦めることができない。
彼女には恋人がいるのだと言い聞かせても,や
は り無駄である。馬威の『愛』はそのようなも
ので消え去るものではない。
ではメア リーが彼 と婚約 した らどうなるか。
馬威はメア リーを思 う心情を姉 と慕 うキャサ
リンに相談する①キャサ ソンは言 う。
「彼女はもう外の人のものになったんでしょう,だ
のにまだ彼女を思って何になるのP 馬威 !」僻29
尊敬するキャサ リンの答えである。馬威は断
念せざるを得ないのか。だが, これに対 し,馬
威は,「まさにこの点が容易に解決できないんで
す」(と2の とっがゃ く。実は,この言葉は,次の一
つの展開の伏線である。つまり,この作品には,
後に,婚約 とか結婚の枠を越えた「愛」の形が ,
いや形式的な「愛」を越えた男女関係が登場 し
て来る。実は,その体現者は,常識的な発言を
したはずのキャサ リンであるが,馬威の「愛』も
それに近い処に至る。
次の文章にそれが見れる。 この場面は,事実
上の,馬威 とメア リーの『愛』の総括 となる。
「知ってるさ。君たち英国人が中国人を馬鹿にして
もヽるってね。君らは,中国人っていえばズート,暗
殺,毒薬,強姦と一緒に思い浮かべてきた。でも,
僕らは,ここで顔を突き合わして生活し始めて,も
う一年になる。だのに,まだ僕を理解してくれない
のかい。僕は君たちが想像していたのと同じかい。
君たちの中国人に関する知識が,語言で出来てる
新聞や,下賤な小説から得ていることは,とっくに
解っている。まさかそんな話を信じているんじゃ
ないんだろう。もう君がワシントンと婚約してい
るのは知っている。僕はただ,君が良い友人になっ
てくれれば,それでいいんだよ。ただ,僕が愛して
るってことを知っててくれればいいんだ。愛情は
必ずしも肉体的接触によって表現する必要はな
い。もし君が僕の愛の心をよく理解し,僕を良い友
人にしてくれるなら,僕は一生涯,永遠に幸せなん
だ。たしかにワシントンが羨ましい,でも君を愛し
てるのだから,敢えて彼にいささかの嫉妬心も起
こすまい。僕は……」(こ2つ
この後,メア リーは長 く沈黙する。沈黙の後 ,
この話題は,ついには, メア リーの「馬威,あ
なた近 ごろ, ワシン トンを見てない ?」 とい う
言葉で,幕切れになる。したがって,読者の最
も知 りたいことはメアリーの口から聞けない。
メアリーに愛する人がいてもなお彼女を愛
し,彼女は自分が愛していることを理解してく
れればそれでいい。それで満足なんだ。しかも,
自分は,彼女が自分を理解してくれれば愛する
人にも嫉妬しない。馬威はこのように述べてい
る。ここに至って,馬威の『愛』と称すものの
実体が変容している。この『愛』に嫉妬はなく,
この「愛』の彼方に結婚というゴールはない。し
かも,肉体的接触を越えて存在し,外見上は「好
朋友 (良い友達)」である。したがって,そこに
は人種偏見の壁も生じ得ない。
つまり, この場面は,馬威がメアソーにこの
ような『愛』をちゃんと理解し,受け入れるよ
うに迫っているのである。だが,それは棚上げ
されたままで打ち切られる。
結局,メアリーはフシントンと結婚はできな
い。意外にもワシン トンはメア リーではなく
キャサ リンと一緒に生活し始めることになるの
だが,実は, ワシントンがどうしてキャサ リン
と生活することになったかの説切に,前述の棚
上げされた問題を解 く鍵があるのではないか。
ワシントンはメアリー とキャサリンを比較して,
キャサリンと一緒に住む決心をした。彼は依然と
してメアリー を愛し,忘れてはいなかった。だが,
彼とキャサリンとの関係は『愛』の上に存在するよ
うなものであった。このF愛』以上のものは第一次
世界大戦以後に発見されたものであり,まだどう
いうものか知ってる人はいなかった。これは形式
に制限されることなく,極めて自由で,極めて濃渕
としたものである。メアリー は理解するはずはな
かったし,享受するはずもなかった。というのも,
彼女のF愛」の定義には婚姻,夫婦,家庭の枠が設
けられていた。F愛』以上のものは決してそれらの
古い風習で縛ることはできないものだった(こ20。
メアリーはワシントンが何故キヤサ リンを選
んだのかが理解できない。つまり, メアリーは
F愛』を婚姻,夫婦,家庭という公式で捉え,必
ずしもこれにこだわらない処で『愛』の結実を
求めるキャサリンとフシントンを理解できない
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のと同様,馬威を理解できないのではないか。理
解できなければ,回答の仕様がない。
ところが,皮肉なことに,メアリーの母であ
るウエンデル婦人は恐らく馬威の『愛』を理解
できる。ウエンデル婦人と老馬との「愛』の形
と, メアリーと馬威の場合は極めて対照的に描
かれているが,実は, ウエンデル婦人も馬威の
到達した処と同じ処に到達している。ウエンデ
ル婦人も中国人を好きにならねば受 l′ナることは
なかったであろう屈犀を受け,考え抜いて到達
した処が「好朋友」であった。
このことから考えるに,「好朋友」とま,人種偏
見を克服して,実際の結婚という枠をも越えた
一つの愛の結実であると考えても良かろう。し
かも, ここの領域だけは,いつの時代にも,誰
にも,何ものにも犯すことはできない。
一方, メアリーは「中国人に対する偏見」で
切らかにされたように新聞,雑誌,小説,映画
をよく見て色濃 く影響を受けており,最新の流
行ファッシヨンに敏感で,モダンに時代の最先
端を歩いているように見えた。だが,愛とか結
婚とかの考え方を通して,その実,マスコミや
流行に疎いウエンデル婦人よりも反って頭が固
く,保守的であることが暴露されているは2の。情
報に素早 く反応し信じ込んだり,流行を夢中で
追い掛けることは,それを安易ユつ無批半」に受
け入れるという点で,古い考えを信じ切 り離さ
ないのと同じである。
ともあれ,馬威らと一年間,交流してきてメ
アリーの中国人観が変わったのか,そうでない
のか,最後までメアリーの口からは聞くことは
ない。これはあくまで読者の想像に任されてい
る。一方,馬威はロンドンを離れるに当たって,
メアリーとの関係については「愛の心を受け取
らなかった」に3のと述べる。
だが,同時に馬威はロンドンを去る時に, メ
アリーに「指輪」を残している。これは一見矛
盾しているように見えるが,馬威はメアリーの
愛を受け取れなかったけれど,去るに当たって
も尚メアリーに対する愛は変わってはいない
し, これからも変わらないことを示したのでは
ないか。つまり, これは, メアリーがどのよう
な人物であり,彼女にどのように遇されようと
も,ひたすら愛することで,いつかメアリーを
変えることができる, という可能性を信じるこ
とになろう。こうして,この態度こそがやがて,
偏見の壁を破る,唯一かつ最良の方法だという
ことを示していると解釈するのは,読み過ぎで
あろうか。
お わ り に
この作品が,前作品『起子日」と最も違うの
は,前作品が構成の中心に「是」と「非」のよ
うなものを置いていたのだが, この作品にはそ
れはない。前作品を,勧善懲悪的なやや伝統的
な構成法を持つと考えれば,老舎はここに来て,
ひとつ脱皮をしたと言 うこともできようl逹31)。
また, この作品に取り入れた『愛』の形も, こ
の作品に初めて見えるものである。
この小論で,あくまで老舎の「ユーモア」の
方法に拘り,『二馬』のテーマの一つである「人
種偏見」を中心に老舎の試みや彼の本質のよう
なものを考えてみた。彼はこの問題も結局人間
の問題として考えている。送られて来る「○○
に関する」情報を鵜呑みにし,知らずに「○○
に対する偏見」に染まる可能性は誰にもある。人
間のこの弱点から「偏見」の問題を掘り起こす。
問題そのものには複雑さはない。ただ人間の弱
点が問題を複雑にしているだけだ。奇妙な面で
ある。これを見抜き描き出すのが老舎である。
もちろん,この作品にもいささか傷はある。主
張が先行する余り,やや図式的過ぎ,親子関係
に幾らか矛盾が生じているのではないか。
ともあれ,老舎は『二馬」を脱稿した後,1929
年6月末にロンドンを発ち,三ケ月間ヨーロッ
′くを遊歴する。その後,途中シンガポールに立
ち寄る。シンガポールには半年ほど滞在し,そ
こを1930年2月末に離れ,帰国する。『二馬』以
後,彼の作品がどのような展開見せるのか, さ
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らに考えてみたい。 (完)
江
テキストは『老舎文集 1』を使用した。引用文にペー
ジを示したが, これはこのテキストのものである。
(1)連載開始の前の号,即ち『小説月報』第20巻第
4号(1929,4)の「最后一頁」で,編者は『二
馬」の掲載を予告し,続いて「F二馬』に書かれ
るのは,父子二人がロンドンに遊が故事であ
る。中国の父親と息子,更にこれに英国の母親
と娘が配置され,更に東方人を誤解する英国社
会が布置されている。我々は老舎君がいかに巧
妙にこのような錯綜した材料を処理している
かを思い知らされる。筆調の活発さたるや神が
かっている。『老張的哲学』や『趙子口』に比べ
ると明らかに進歩がある。人物も完全に色合を
変えている。その中に果国情緒が満載されてお
り,「ンドンに行ったことのある人は,彼の書
くロンドンやロンドンの人を見て,絶賛するだ
ろう。彼の書き方はこのように真に迫ってい
る。我々東方人の古国の親子二人の,この世界
の大都市で体験する様々な絵模様は,我々 を笑
わせ泣かせる。だが,作者は謎責もせず擁護も
しない,ただ,彼は真摯な態度で,出来事を叙
述するだけである。多くの『留東外史』F留西外
史』(本の名ではなく海外体験談のようなもの
を指すのであろう……筆者)の中にあって,『二
馬』は決してこの類いではない。我々が保証す
る。」と述べている。
また,連載を終わるに当たっては,『小説月報』
第20巻第 12号(1929。12)で,その反響をRl)
『減亡』巴金著。(劾『二馬』老舎著。この二冊の
長編小説は今年の文壇で多くの読者の注意を
引き,極めて広範にわたる批評家の好感を得
た。彼らは将来更に高い評価を受ける機会があ
るだろう」と述べている。
(2)拙論「老舎 F趙子国』試論」,八戸工業大学紀要
第9巻,1990,p187-196
(3)同(2)p197
(4)「我急腹写『老張的哲学』」。『老舎研究資料』よ
り訳出した。これはもともと雑誌「宇宙風」創
刊号 (1935。9■6)に掲載され,後に創作体験
集『老牛破車』(1937)に入れられ,また最近出
された『老舎研究資料』(1985)にも収録されて
いる。
(5)「談幽黙」。『老舎研究資料』より訳出した。もと
八戸工業大学紀要 第10巻
(6)
(7)
(8)
(9)
(10)
(11)
(12)
(13)
(14)
(15)
(16)
(17)
(18)
(19)
(20)
(21)
(22)
(23)
(24)
(25)
(26)
(27)
(28)
(29)
(30)
(31)
もと「宇宙風」第23期(1936・8。16)に発表
したもの。以後の経緯は(4)に同じ。
『老張的哲学』については,拙論「老舎『老張的
哲学』私論」「集刊東洋学」57号(1987・5)を
参照。
「趙子曰』については,(2)を参照。
第二段 。1,p408～P,409。
第二段・6,p433。
同 (8)
第三段・1,p470
この場面について言及したものに,中野美代子
氏の「老舎―― “幽黙から正経"への道」(F近
代中国の思想と文学』1967年,大安所収)や高
橋由利子氏の「老合の文学 とキ リス ト教(2)
一―『趙子口』と F二馬』―一」(上智大学「外
国語学部紀要」第 19号)がある。
第四段・7,p592。
同 (■)
「娼婦」は原文では「妓女」であり,文脈から判
断して「娼婦」と訳した。
第二段・12,p463。
第四段・7,p588。
第二段・7,p436。
第二段 。1,p.412。
同 (17)
第二段 。9,p512。
第三段・10,p518。
第四段 。4,p566。
第四段 。5,p577。
第四段 。■,p617～p618。
第四段 。6,p587。
同 (24)
第四段・8,p600。
第五段・1,p622。
高橋氏は (11)の論文でメアリーのような人物
たちを『覚醒しない新世代」と称し,その注に
「一見新しいものを標榜してるようでいなが
ら,その実,旧世代よりももっと保守的である
人物を指す。『二馬』では,最新流行のファッ
ションを追求しながら,中国人に対する偏見で
はその母親 よりももっと保守的なメア リー
……・(略)…・がそれにあたる』(p245)と述べ
る。概ね妥当であるが,ただメアリーは「中国
人に対する偏見では」「保守的」だと一括する
が,「保守的」という印象が強く出て来るのは,
寧ろ「結婚」に対する考え方からで,「偏見」か
らはそう簡単には言えないように思う。
第六段 。6,p.645。
(6)を参照。
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